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ハーディの視覚的技法についての代表的研究として J.B. Bullen,の The Expressive 
Eye : Fiction and Perception in the Work of Thomas Hardy（1986）及び、視覚技法の構
造を分析した Sheila Berger の Thomas Hardy and Visual Structure: Framing, 
Disruption, Process（1990）が挙げられる。ハーディの視覚技法については、主に
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の言及は、これらを意識したものである。ハーディ自身伝記的著書 The Early Life of 
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 しかし、これらの点は本論文の本質的な価値を損なうものではない。  
 本論文によって、ハーディの主要小説の重要な特徴である視覚的技法について、ラスキ
ンを中心とする絵画理論との影響関係において考察することにより、ハーディの小説美学
の特質を解明することができたのは、トマス・ハーディ研究の世界への大きな貢献である。
よって本論文を、博士（文学）の学位を授与するに値する論文として判定する。  
